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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年7月26日(2018.7.26)

【公開番号】特開2016-154814(P2016-154814A)
【公開日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-052
【出願番号】特願2015-36795(P2015-36795)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月15日(2018.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行なうことが可能な遊技機であって、
　第１特定値から第２特定値になるまでカウントされる値を報知する報知手段と、
　前記報知手段によって報知された値が前記第２特定値になったときに可動体の動作を含
む複数種類の演出のいずれかの演出を実行する演出実行手段と、
　前記複数種類の演出のいずれかの演出に対して前記報知手段による報知を実行するか否
かを決定する決定手段とを備え、
　前記決定手段は、前記報知手段によって実行される報知の報知期間が重複しないように
、前記複数種類の演出のうちの遊技者にとって有利度が高い特定演出に対する報知を優先
して実行することを決定する、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）所定の遊技を行なうことが可能な遊技機（パチンコ遊技機１）であって、第１特
定値（たとえば、「３」、「７」、「１０」および「２０」のうちのいずれか）から第２
特定値（たとえば、「０」）になるまでカウントされる値を報知する報知手段（サブ表示
装置１５２）と、前記報知手段によって報知された値が前記第２特定値になったときに可
動体の動作を含む複数種類の演出（図１８の演出Ａ～演出Ｅ）のいずれかの演出を実行す
る演出実行手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図２２のＳ６０１～Ｓ６０５
）と、前記複数種類の演出のいずれかの演出に対して前記報知手段による報知（カウント
ダウン演出）を実行するか否かを決定する決定手段（演出制御用マイクロコンピュータ１
００、図２２のＳ６０６，Ｓ６０９～Ｓ６１６）とを備え、前記決定手段は、前記報知手
段によって実行される報知の報知期間（カウントダウン演出の実行期間）が重複しないよ
うに、前記複数種類の演出のうちの遊技者にとって有利度が高い特定演出（可動体落下演
出）に対する報知を優先して実行することを決定する（図２２のＳ６１１，Ｓ６１２，Ｓ
６１６）。
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